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亡くなられた方
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位置図

牧野（マギノ）
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0

100

200

300

400

500

600

700

800

0

20

40

60

80

100

120

140

160

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324

累
積
⾬
量
（
m
m
）

時
間
⾬
量
（
m
m
）

時間（10⽉12⽇）

相模湖10⽉12⽇ 時間⾬量

崩
壊
発
⽣

10⽉12⽇の前1か⽉間ほとんど降⾬なし

気象庁 過去の気象データ（http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php）から作成

時間20−60㎜の⾬が15時間連続

牧野の崩壊
（12日午後9:45分ごろ発生）



崩壊したのは最上部

草や根が残って
いる→流走域

崩壊源

崩壊源
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安山岩溶岩下の風化自破砕部に侵食孔

安⼭岩溶岩

孔から水が噴き出し
ていた！
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その下方に小ガリー

侵食孔とその下の土砂の洗い流し



断面図

安⼭岩溶岩⾃破砕部

35ｍ

湧⽔
斜⾯下⽅の⽕⼭灰⼟は、下部で岩
⽚が多く、上部で岩⽚が少ない。
安⼭岩溶岩の岩盤⾯から⽕⼭灰⼟
の上部下部境界にかけてすべり⾯
が形成された

引き⾦は湧⽔

産総研 シームレス地質図

上



崩壊地周辺の同様標高には、斜面下方に開いた凹地
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凹地1

湧水痕跡

凹地の底には湧水痕跡



凹地2

水の吹き出した痕跡
安山岩溶岩の露出

木の根元の斜面上方側に
枝や土が引っかかる。
→水流
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水の吹き出しが繰り返して
形成された地形



結論

• 牧野の崩壊の崩壊源は、最上部のみ。

• 崩壊源では、安山岩溶岩下の自破砕部に侵食孔があり、
そこから湧水が噴出し、崩壊を引き起こした。

• 今回の崩壊の近傍には斜面下方に開いた凹地があり、そ
の底には湧水痕跡が認められた。

• 今回の崩壊と上記の凹地は、湧水によって形成したものと
推定され、凹地での湧水も安山岩溶岩の自破砕部からの
ものと考えられる。

• このように斜面下方に開いた凹地の分布は、今回のよう
な崩壊発生場予測のカギになると考えられる。
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